




田面の高い部分がしっかり
湛水する程度に入水

自然に減水し、足跡や溝に
水が残っているうちに再び入水

こんな状態は乾かし過ぎ !!

足跡運動の実践
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中干し以降の水管理は飽水管理

●中干し終了後は、浅水の間断潅水を実施し、うわ根の発生促進、根の健全化と倒伏防止
に努めてください。

●幼穂形成期（７月中旬）から出穂・開花期にかけて水をもっとも必要とする時期ですが、
常時湛水しておく必要はありません。

●急激な潅水は、根の酸素不足による根腐れや下位葉の枯れ上がりの発生をまねく場合が
あります。

中干し後は、根の健全化と地耐力の維持の両面から、飽水管理を行いましょう。
穂肥施用時は、浅くかん水し、肥料の分解を促すとともに肥効の均一化を図る。
異常高温・フェーン時は、速やかにかん水し、蒸発に備える。

　※完全落水は出穂後 25 日後を目安にする。



ご不明な点等がございましたらＪＡ米穀課 (TEL777－3180) までお問い合わせください。

いもち病
コシヒカリＢＬでは、今後、発病が軽微で、これまでに防除してい
れば追加防除の必要はありません。未実施の場合は必ず防除する。

ほ場の中を注意深く見回り、発病が確認されたら直ちに粉・液剤による防除を実施して
ください。防除効果は発生初期ほど高いので、早期発見・早期防除に努めてください。

●主ないもち病予防粒剤の施用時期・散布量

薬剤名 使用時期 散布量

フジワン粒剤
葉いもち：初発７〜 10 日前 ３キロ〜

　　４キロ／ 10 ａ穂いもち：出穂 30 日前〜 10 日前まで

※葉色が濃くいもち病の発生しやすい状況となっています。

病害虫抽出調査でカメムシが広範囲で確認されています。
農道、畦畔の草刈りを徹底し、カメムシ類の増殖地をなくし生息密度を低下させた上で、
農薬防除で斑点米を防止しましょう。
出穂後 25 日間の草刈は、カメムシをほ場に追い込みますので、草刈を行わないでくだ
さい。

《粉　剤》
薬剤名 １０ａあたり散布量 散布時期

スタークル粉剤 ３㎏
出穂期３日後頃（穂ぞろい期）
　　　　　　　〜出穂期 10 日後

薬剤名 １０ａあたり散布量 散布時期

スタークル粒剤 ３㎏ 出穂期３日後頃（穂ぞろい期）
　　　　　　　〜出穂期 10 日後

※スタークル粒剤は水を張る必要がありますが、深いところで３㎝程度のごく浅水状態
で散布してください。（水が多いと効果が落ちます。）

※早生品種は２回の薬剤散布で防除を徹底する。

草刈週間は７月 26 日まで

カメムシ対策

《粒　剤》


